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ニ
ニ
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東
大
寺
図
書
館

収
　
　
　
　
蔵

特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

五
、
十
即
金
．
三
郎

目
次

　
は
じ
め
に

東
大
寺
図
書
館

　
特
殊
コ
レ
㌦
ク
シ
β
ン

　
，
，
ω
　
東
大
寺
文
書

　
　
㈲
薬
師
院
文
庫

　
㈲
．
申
村
家
文
庫

け
そ
の
他
の
霊
界

そ
の
他
の
資
料
と
諸
目
録
の
刊
行

む
す
び
一

一三［

ノ

は
じ
め
に
．

　
東
大
寺
図
書
館
に
り
い
て
、
私
ど
も
は
ど
れ
程
の
知
識
を
も
ち
あ
、

わ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
大
仏
様
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
図
書
館
が

あ
る
と
は
一
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
々
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
、

し
て
や
、
図
書
館
の
設
立
の
事
情
や
馬
ゴ
レ
ク
ツ
ヨ
」
ソ
の
有
無
、
そ
，

の
形
成
の
経
緯
、
資
料
の
内
容
等
々
に
い
た
っ
一
て
は
、
ま
る
で
わ
か

幽
う
て
は
い
な
い
酒
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
か
と
思
う
ゆ

　
そ
こ
で
今
回
は
、
東
大
寺
図
書
館
で
収
蔵
し
て
い
る
特
殊
ゴ
レ
「
ク

．
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

思
ケ
。東

大
寺
図
書
館

概
略
報
告
し
て
、
，
大
方
の
参
考
に
供
し
た
い
と

　
こ
れ
ま
で
に
、
．
「
東
大
寺
」
に
訂
す
る
文
献
は
か
な
り
の
数
に
の

ぼ
る
コ
本
館
の
目
録
で
、
ち
ょ
づ
乏
調
べ
た
も
の
だ
け
で
も
点
単
行

本
で
一
二
〇
点
を
越
え
る
。
ま
し
て
や
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

を
も
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
数
も
倍
加
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
、

一」

ｻ
れ
ら
の
文
献
は
、
・
「
東
大
寺
要
録
」
な
ど
の
基
本
史
料
を
は
℃
，

ノ



ノ「

め
、
－
概
鋭
書
や
啓
蒙
書
類
、
「
寺
史
」
を
扱
う
た
研
究
書
、
’
痙
築
●
．

建
造
物
を
論
じ
売
も
の
、
彫
刻
や
絵
画
に
つ
い
て
の
研
究
、
更
に
・
、

政
治
経
済
史
三
面
か
ら
の
論
究
等
々
湘
実
に
多
彩
で
あ
る
。
し
か

b
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
図
書
館
に
つ
い
て
紹
介

し
た
論
文
は
、
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
上
羅
雲
氏

．
（
後
の
館
長
）
の
・
「
東
大
寺
」
に
、
図
書
館
に
つ
い
て
二
頁
ほ
ど
紹

介
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
が
目
に
と
ど
ま
る
の
み
で
あ
る
・

上
司
凝
、
図
書
館
ξ
い
て
、
次
の
よ
5
1
に
紹
介
し
て
お
ら
れ
．

る
コ

　
　
悩
書
三
三
何
で
も
朋
治
三
十
五
年
頃
、
東
京
の
学
校
か
ら
帰
り
た
て
の

　
　
　
　
え
し
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
い
だ
ん
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
な
ん
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
し
よ
う
い
ん

　
　
三
宅
英
慶
さ
ん
が
戒
壇
院
、
東
南
院
、
尊
勝
院
を
は
じ
め
、
塔
頭
な
ど

　
　
　
の
書
物
を
あ
つ
め
て
創
立
な
さ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
南
都
仏
教
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ち
ょ
う
ど
う

　
　
と
い
っ
て
真
言
院
の
立
派
な
灌
頂
堂
を
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
し
よ
う

　
　
こ
れ
は
宝
蔵
と
異
っ
て
、
「
宗
性
、
凝
然
等
の
諸
大
徳
の
真
筆
を
は
じ
め

　
　
古
写
本
古
文
書
等
仏
教
関
孫
の
珍
本
、
貴
重
書
類
が
多
く
、
学
界
を
響

　
　
え
き

　
　
益
し
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
ら
し
い
。
’
未
整
理
の
も
の
も
ま
だ
柑
当
あ

　
　
る
ら
し
く
時
々
新
史
料
が
発
見
さ
れ
る
。

　
こ
れ
も
、
当
局
者
の
一
人
と
し
て
の
紹
介
と
し
て
は
、
い
か
に
も
．

素
気
な
い
紹
介
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
成
立
事
情
を
端
的
に
言
い
え

て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　
と
に
か
く
、
図
書
館
に
つ
い
て
の
招
介
は
、
実
に
少
な
い
。
そ
れ

だ
け
に
、
一
般
に
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
し
、
又
、
詠
み
も
薄
い
と

い
う
の
も
至
極
当
然
と
い
え
る
。

　
　
勿
論
、
・
こ
れ
か
ら
記
す
よ
う
に
、
成
立
の
特
殊
性
、
資
料
内
容
㊨
．

　
専
門
性
か
ら
み
て
、
公
共
図
書
館
と
同
外
に
論
じ
ら
れ
な
い
こ
と
は

　
言
を
ま
た
な
い
。

　
　
と
も
あ
れ
、
同
館
で
配
っ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
拠
り
な
が

　
ら
、
そ
の
沿
革
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
’

　
　
明
治
元
塞
パ
M
）
三
月
に
、
神
祇
官
の
再
興
お
よ
び
太
政
官
布
告

　
に
よ
る
神
仏
判
然
令
が
し
が
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
沸
神
官
ら
を
中

　
心
に
、
神
仏
．
神
社
に
お
け
る
仏
堂
・
仏
像
・
仏
具
な
ど
の
破
壊
や

ノ
　
除
去
す
る
行
動
が
各
地
で
行
な
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
排
仏
殿
釈
運
動
の

　
嵐
が
巻
き
起
っ
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
仏
教
排
斥
活
動
に
は
っ
で
、
南
都
（
奈
良
）
の
話
大
寺

　
に
収
蔵
し
て
い
る
貴
重
な
古
書
や
古
文
書
、
古
記
録
類
が
、
焼
亡
の

　
危
険
に
さ
ち
さ
九
た
ρ
こ
と
の
成
行
を
憂
慮
ざ
れ
た
東
大
寺
知
足
院

　
住
職
の
三
宅
英
慶
師
は
、
，
平
岡
宥
海
、
雲
井
春
海
、
上
野
明
鑑
師
等
、

　，

ﾌ
協
力
を
得
て
、
興
福
寺
、
法
隆
寺
、
唐
招
提
寺
等
の
諸
大
寺
の
蔵

書
を
取
集
し
て
、
東
大
寺
真
言
院
灌
頂
堂
に
、
南
都
仏
教
図
書
館
を

　
創
設
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　
　
し
か
レ
」
南
都
諸
大
寺
の
協
力
を
、
予
定
通
り
得
ら
れ
な
か
っ
た

　
噛
の
で
、
当
初
の
構
想
が
成
ら
ず
、
結
局
、
東
大
寺
収
就
の
古
書
・
古

　
文
書
等
を
中
心
に
、
そ
れ
に
東
大
寺
塔
頭
の
諸
寺
院
の
蔵
書
を
集
め

　
て
、
図
暑
館
ら
し
い
形
態
を
と
と
の
え
た
。
明
治
三
十
五
年
頃
と
い

　
う
。
r
こ
れ
が
、
’
，
現
東
大
寺
図
書
館
の
お
こ
り
で
あ
る
。
先
の
上
司
氏

　
の
紹
介
は
、
そ
の
辺
の
事
情
に
ふ
れ
て
い
る
。

「」
一四

一



　
次
に
、
旧
館
の
今
日
ま
で
の
歩
み
を
み
よ
う
。

大
正
9
年
1
月
1
3
日
　
さ
き
に
発
足
し
た
図
書
館
を
「
東
大
寺
図
書

　
　
館
」
と
改
名
。

大
正
1
1
年
　
現
在
の
東
大
寺
学
園
内
敷
地
に
土
蔵
二
階
書
庫
、
閲
覧

　
　
室
、
事
務
室
、
漁
蒸
室
、
地
下
室
等
を
含
む
図
書
館
の
新
建
築

　
　
に
か
か
る
。
髄

昭
和
3
年
8
月
2
7
日
～
9
月
1
1
日
　
東
大
寺
真
言
院
灌
頂
堂
か
ら
新

　
　
建
築
図
書
館
に
移
転
。

昭
和
3
9
年
1
2
月
7
日
～
1
2
月
2
1
a
防
火
等
の
見
地
か
ら
木
造
建
を

　
　
鉄
筋
に
改
造
、
た
め
に
収
蔵
庫
南
側
の
仮
事
務
所
に
図
書
館
を

　
　
移
転
、
些
威
童
日
は
収
｛
威
庫
へ
。

昭
和
4
1
年
8
月
2
6
日
　
新
築
地
鎮
祭
、
収
蔵
庫
西
側
（
本
坊
南
）
に

　
　
新
建
築
を
建
立
。

．
昭
和
4
2
年
8
月
1
9
日
・
新
建
築
（
現
図
書
館
）
竣
工
。

昭
和
4
3
，
年
4
月
1
3
日
　
新
建
築
落
成
式
q

　
と
い
う
お
お
よ
そ
の
経
緯
を
お
っ
て
、
現
図
書
館
の
近
代
的
建
築

が
設
立
さ
れ
た
。
、
．
、
～
’

　
図
書
館
に
付
属
し
て
「
東
大
寺
収
蔵
庫
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
め
収
蔵
庫
は
、
図
書
館
の
東
側
に
位
置
し
、
主
と
し
て
、
・
貴

重
書
お
よ
び
東
大
寺
所
蔵
の
彫
刻
、
工
芸
品
等
を
収
蔵
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
述
べ
る
東
大
寺
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
各
特
殊
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
等
も
、
こ
こ
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
旧
館
に
は
、
主
と
し
て
次
の
三
種
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
が
あ

る
。

　
　
ω
東
大
寺
文
書
　
㈱
薬
師
院
交
庫
　
㈲
中
村
家
文
庫

　
以
下
順
を
お
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

　
　
り
東
大
寺
文
書

　
　
（

　
も
と
も
と
、
東
大
寺
の
古
文
書
に
は
、
明
治
年
間
に
東
大
寺
よ
り

皇
室
に
献
納
さ
れ
、
現
在
正
倉
院
の
御
物
と
し
て
伝
導
さ
れ
て
い
る

も
の
、
何
時
の
頃
か
東
大
寺
を
離
れ
て
、
諸
家
の
架
蔵
に
帰
し
て
い

る
も
の
、
現
に
東
大
寺
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
、
の
酒
類
に
分
か
．

れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
御
物
ど
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
は
、
‘
も
と
東
大
寺

の
塔
頭
で
あ
る
東
南
院
に
伝
来
さ
れ
た
も
の
で
、
一
般
に
「
東
南
院

文
書
」
と
称
さ
れ
知
ら
れ
て
い
る
Q
同
文
書
は
、
「
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
＋
八
三
～
四
（
四
は
未
刊
）
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
今
こ
こ
で
取
上
げ
る
の
は
、
今
日
東
大
寺
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て

い
る
文
書
で
、
同
図
書
館
に
赴
い
た
の
も
、
そ
れ
ら
の
実
態
を
見
聞

し
よ
う
と
い
う
趣
意
で
あ
っ
た
。

　
　
「
東
大
寺
文
書
」
と
し
て
噛
現
に
東
大
寺
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て

・
い
る
も
の
に
は
、
．
二
つ
の
態
様
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
明
治
2
9
つ

30
N
に
わ
た
り
、
東
大
寺
の
先
達
者
に
ま
り
て
整
理
編
成
さ
れ
、
九

五



　
六
巻
の
巻
子
本
に
仕
立
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
成
巻
交
書
」

　
と
か
一
巻
数
の
大
概
を
と
っ
て
「
百
巻
文
書
」
な
ど
ど
呼
ば
れ
て
い
．

　
る
っ
そ
の
後
、
新
収
の
文
書
を
整
理
し
で
、
」
名
実
共
に
今
日
百
巻
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
糸
巻
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
方
針
に
従
っ
て
配
列
し
た
様

子
も
な
い
が
、
各
巻
を
み
る
と
、
・
お
よ
そ
同
種
頚
の
文
書
を
、
・
一
通

か
ら
忌
数
通
ず
つ
を
裏
と
め
、
そ
の
な
か
を
年
代
順
・
（
遡
及
的
）
に

配
列
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
内
容
を
み
る
に
、
東
大
寺
各
荘
園
に
お
け
る
土
地
の
売
券
、
譲
状
馬

寄
進
状
な
ど
が
大
部
分
を
占
め
、
ほ
か
に
補
任
状
、
赴
請
文
な
ど
も
、

含
ま
れ
、
ま
た
院
宣
（
院
司
が
上
皇
あ
る
い
は
法
皇
の
命
令
を
奉
じ

て
出
す
文
書
）
、
宣
旨
（
天
皇
の
命
令
を
伝
え
る
文
書
の
」
形
式
）

－
な
ど
の
公
的
な
文
書
な
ど
電
あ
る
コ
更
に
、
東
大
寺
再
建
に
関
す
る

文
書
、
興
福
寺
関
係
文
書
等
も
あ
っ
て
、
古
代
か
ら
中
世
時
代
に
か

、
け
て
の
東
大
寺
に
係
る
荘
園
経
済
史
、
社
寺
史
研
究
「
に
欠
か
せ
な
い

ば
か
り
か
、
わ
が
国
の
古
代
中
世
史
研
究
の
基
本
史
料
と
し
て
、
見

逃
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
原
史
料
で
あ
る
ゆ

　
次
表
は
、
百
巻
の
標
題
に
依
拠
し
て
、
各
巻
を
事
項
別
に
分
回
し

て
み
た
も
の
で
あ
る
。

事

項

沽

却

喜
丁
年
．

第
－
巻

　
5
　
’

代
「
豊
成
巻
年
代

康
永
～
天
福
．

正
・
嘉
～
保
延

13　16

明
治
2
9
年

寄
　
　
進
　
　
状
、

15　8　4　3　94　90　83　80　78　77　76　75　74　73　71’70　69　67　6’ U　65　64　62　61　26’　2Q　19　13

下腿羅建永三瀬腱正「静延貞秘騨醐永正

治安母武元　禎喜治亨和嘉久治応応永元弘和　応長平恵和治
15　16　15　12　10　13　14　12　14　14　10　15　12　17　14　11．13　11　15　14　15　11　15　6　13　13．11

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年
・

」
一六

一



処十

分

二二

東
　
　
大
　
　
寺

（東

g
羅
御
教
書
な
ど
）

東
　
大
　
寺
　
領

（同

瑞
¥
状
な
ど
）

送大作

　井分
進三水
　之田

状事事

下
　
　
阻
、
所

（
筑
前
三
民
郡
司
二
目
）

伊
賀
国
在
庁
官
人
等

解
案

29　2’S　8’ X　．11　12　9　86　82　38　79　59　51　7　6　18　17　10　53　52　35　2　’91　87　84　81

保延永永文文弘嘉宝応応永大正貞元永響応三豊貞正応永

歪黍櫓栴蕎榊塗準準騨蓬茎稽箏
　　立楽弘建正康．元正元正天正三宝嘉文保久建建天治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年
　　和喜安武応永　 亨中徳応喜和暦治応永聞安久保永承
1，　’1　10　15　10　19　10　13　1，12　12　15　2　16　9　8　16　20　11　4　16　16　13　．16　14

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

，
明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

・
奉
　
　
　
　
　
放

（僧

ﾇ
海
畠
地
売
券
な
ど
）

流
　
　
　
　
　
進

（
噸
三
田
地
流
状
な
）

謹
　
　
，
　
，
　
解

（大

x
田
畠
三
文
’
）

進
　
　
　
　
　
上

（
舗
三
三
送
状
な
）
、

配
　
　
　
　
　
分

（
羅
塑
三
田
地
配
）

宛
　
　
，
　
　
　
行

六
籍
地
作
）
，

借
，
　
　
　
請
－

（
饗
四
所
当
繕
状
）

勘
．
，
冠
水
・
十
二

（
依
智
荘
三
田
帳
）

転
、
害
　
　
、
会
・

（號備請
　
　
　
　
　
取

繋
塞
縫
）

起
、
　
請
，
　
文
・

（
験
野
馬
師
宗
）

31323485　63　37’495
8
，

60　479684　68　54　42　30　21

元
亨
～
安
貞

建
保
～
嘉
祥

建
久
年
間

文
永
年
間

文
永
～
建
久

暦
応
～
長
治

嘉
祥
2
長
保

応
永
～
弘
安

k

延直
　観，慶元

2年‘承’

安一

隔
明
徳
～
大
治

1
0
．

154913　96191920

応長文文文正
　　　永保
安応和六二応
～～～年年～
天文永　　延

永永仁　、文

i6」13ユ412，1　　8

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

、
明
治
3
0
年

盟
治
2
9
年

明
治
3
0
年

三，
宅』

戸



萱三差復庁太麦電請見回出蘇起
馨辮笛

1
曜

　な二大人
政ど所部成・
　　表三年

官憲
　　職方清

子大

駈作
ど奪，

　連
＼三下昌宣府＼董i∋專申＼署生こ塗所

三三

躯
王政

左
　
　
辮
　
　
官

（
官
　
　
宣
　
　
旨
）

」
大
　
　
宰

　
　
　
　
　
　
　
府

　
（
大
宰
府
牒
案
な
ど
）

東
大
寺
政
所

（
婆
詰
所
下
峯
）

東
　
大
　
寺
　
解

（
繧
籟
当
量
綱
▽

油
　
倉
　
地

　
　
　
　
　
　
　
蔵

（東

ﾈ
ど
）

副
　
　
．
　
　
　
下

（諸

j

公
　
　
文
　
　
所

パ
難
讐
塗
仁
王
）

725655

嘉
暦
～
長
寛

建
武
と
．
保
安

．
応
永
～
貞
永

141320

27　22　16　28　41　40　33　25　23　44　46

委建蕪蟄康彫塑
三寸年勝年三和元三年四
年～三宝間年～～～盛年
　建　　～　　　　　　保正治
　　　保’長’ ﾀ　　 元応暦』

17　5一　3　22828　21

8843　57　14

康
永
2
仁
安
10

康丈弘

和保安
？　？　？．

保上宝

安永治
10　10　7

明
治
2
9
年

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

観
世
音
寺
牒

（
三
局
田
荘
公
験
案
）

観
世
音
寺
三
綱
半
解

（
三
三
荘
公
験
案
な
ど
）

国
　
　
　
　
「
府

（
碓
井
封
公
験
案
な
ど
）

就
、
　
九
　
　
州

（輔

T
写
影
幽

施
　
　
　
．
　
入

（聖奴
・
碑
　
　
帳

記
　
　
，
　
　
録

（
懸
篶
寺
評
定
記
）

新
　
収
．
文
　
書

4536　48　95　509392　39100－s－97

天
，
慶
～
保
，
安
．

弓長三遍
正

三和暦三
年～～～
　保天保

　安喜安

建
仁
～
元
暦

天
平
勝
宝
年
間

貞
　
治
～
大
　
治

お
よ
そ
昭
和
2
7
年

以
降
書
面
、
篤
志

家
の
寄
贈
文
書
を

整
理
し
、
昭
和
3
4

年
に
「
百
巻
文
書
」

の
中
に
編
入
し
た

文
書
で
、
そ
の
年

㎜
巻
全
て
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

62　12　1141
1
．

11　6

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

明
治
3
0
年

明
治
2
9
年

明
治
3
0
年

東
大
寺
文
書
態
様
の
そ
の
二
は
、
い
ま
だ
二
二
を
な
す
に
至
っ
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
未
成
巻
文
書
と
称
さ
れ
，
て
い
る
も
の
で
あ
る
・

［
一八

「



こ
れ
に
は
、
お
よ
そ
七
、
六
回
忌
点
が
あ
る
よ
う
に
報
ぜ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
数
は
、
文
書
各
の
数
で
、
文
書
の
数
え
方
に
よ
っ
て
は

二
方
点
と
も
そ
れ
以
上
ど
も
数
え
ち
れ
る
ら
し
く
、
文
書
に
関
す
る

数
量
確
定
の
不
確
実
さ
、
む
ず
か
し
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
未
成
巻
文
書
は
、
か
っ
て
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
、
に
お
い
て

整
理
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
、
全
体
を
六
部
（
一
、

寺
領
部
　
二
、
寺
法
部
　
三
、
文
書
部
　
四
、
訴
訟
部
　
五
、
造
営

及
勧
進
　
六
、
楽
人
及
舞
人
）
に
大
別
し
、
更
に
、
・
一
、
は
各
荘
園

別
に
、
三
、
は
文
書
の
様
式
別
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
六
部
そ
れ
ぞ
れ
に
一
～
六
ま
で
の
架
蔵
番
号
を
付
し
、
各
荘
園

、
名
及
び
文
書
の
様
式
毎
に
、
類
別
番
号
を
付
与
し
て
い
る
。
例
え
ば
旨

次
の
如
く
で
あ
る
。

山三

　
寺
領
部
－
一
因

1
［
1
伊
賀
　
黒
田
荘

⊥
2
0
摂
津
　
猿
名
荘

　
女
八
部
¶
三
架

，
3
丁
論
旨
院
宣
等

3
一
1
2
雑
文
書

－
一
2
伊
加
貝
　
玉
渚
累
壮
：
：
：
（
略
）
．
」

…
…
（
略
）
　
⊥
2
6
絵
図

3
一
、
2
寄
進
状
　
3
【
3
起
請
文
…
（
略
）

　
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
東
大
寺
文
書
」
は
、
同
図
書
館
な
り
に
整
備

．
を
し
て
、
一
そ
う
研
究
に
役
立
つ
よ
う
に
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
の
、

で
あ
る
が
、
今
日
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
次
表
の
よ
う
な
要
領
で
「
大

日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
　
六
～
十
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

編
）
に
翻
刻
収
録
さ
れ
て
い
る
。

大
日
本
古
文
書

・
家
わ
け
十
八

東
大
寺
文
書

十九rA七六

収
録
、
巻
次

成
一
穴
一
一
三
一
巻

成
巻
四
叉
一
二
二
一
山
ハ
一
二
巻

指
巻
第
六
四
－
八
三
巻

成
総
譜
八
四
－
一
〇
〇
巻

未
成
巻
文
書
第
一
冊

－
［
－
［
－
よ
り
一
【
－
［
珊
マ
ー
ア
ノ

文
書
ヲ
収
ム

（
第
一
架
一
黒
田
荘
一
文
書
番
号
）

刊
行
年
、
月

昭
和
三
三
年
三
月

，
昭
和
三
五
年
三
月

昭
和
三
七
年
三
月

昭
和
三
八
年
三
月
、

昭
和
五
〇
年
三
月

　
こ
れ
ら
の
文
書
が
「
大
日
本
古
文
書
」
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
の
経

緯
を
、
・
今
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
資
料
を
通
し
て
概
観
す
る
と
、

　
「
東
大
寺
文
書
」
が
最
初
に
出
版
ざ
れ
た
の
は
、
中
村
直
勝
博
士
に

．
よ
9
て
翻
刻
さ
れ
、
「
東
大
寺
文
書
　
第
＝
と
し
て
、
昭
和
2
0
年

92

資
蜊
緕
s
の
全
国
書
房
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
東
大
寺
百
巻

文
書
　
其
一
」
と
し
て
、
成
巻
⑤
第
1
1
～
5
0
巻
ま
で
を
収
録
し
て
い
，

る
。

　
そ
れ
以
後
続
刊
を
み
る
に
至
ち
な
か
っ
た
が
、
昭
和
2
6
年
春
頃
か

ら
2
7
年
春
に
か
け
て
、
東
大
寺
図
書
館
の
当
時
司
書
で
あ
ら
れ
た
堀

池
春
峰
氏
に
よ
り
「
東
大
寺
成
巻
文
書
」
と
し
て
、
中
村
氏
の
業
績

を
継
ぐ
形
で
次
表
の
如
ぎ
要
領
で
翻
印
さ
れ
て
き
た
。
－

九



序
数

東
大
寺
成
巻
文
書
、

　　　　第
六五四三二

七
、

成
巻
数
一

刊
行
年
月
日

第
五
三
巻

　
五
四

　
五
五

　
五
六

．
五
七

　
五
八
、

　
五
九

　
六
十
－

⊥
企

昭
和
二
六
年

　
　
〃

　
　
〃
　
　
七
月

．
　
〃
　
　
八
月

　
　
〃
　
　
九
月

昭
和
二
七
年
四
月

　
十
島
は
、
い
ず
れ
も
謄
写
版
刷
で
、
発
行
部
数
も
少
な
い
の
で
、

披
見
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
ぐ
は
な
い
と
思
う
。

　
右
の
表
．
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
ち
の
努
力
も
結
局
成
巻
六

噛
十
一
回
分
で
、
実
際
の
作
業
は
中
断
さ
れ
た
形
に
終
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
以
後
、
こ
れ
ら
中
村
・
堀
池
両
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、

こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
分
を
す
べ
て
包
含
し
た
形
で
「
大
日
本
古
交

書
」
に
収
録
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
ば
前
記
一
覧
表
に
示
す

通
り
で
あ
る
。

　
さ
て
馬
こ
の
よ
う
に
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
東
大
寺
文
書
」
の

利
用
の
面
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

は
史
料
の
現
状
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
同
文
書
に
は
、
成
巻
（
百
巻
）
文
書
と
、
未
成
巻
文
書
の
二
つ
の
「

態
様
が
あ
る
，
こ
と
を
の
べ
た
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
利
用
に
供
せ

ら
れ
る
ぱ
う
に
、
史
料
の
体
裁
も
整
っ
て
い
る
し
、
内
容
も
、
「
大
日

本
古
文
書
」
に
よ
っ
て
大
概
の
把
握
は
で
き
る
の
で
、
そ
の
方
の
巻

数
・
文
書
番
号
お
よ
び
文
書
名
を
指
示
さ
え
す
れ
ば
、
出
納
は
可
能

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
し
㌧
か
し
、
後
者
（
未
成
巻
）
に
つ
い
て
は
、

全
く
整
備
が
行
き
わ
た
っ
て
い
な
い
、
と
い
っ
て
は
ご
叱
正
を
受
け

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
正
に
未
整
備
文
書
な
の
で
あ
る
。
．

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
成
巻
を
な
す
に
至
る
ま
で
の
順
序
は
、

図
式
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
手
順
に
な
る
ら
し
い
。
　
　
「
」

　
　
　
　
　
ω

ω　
東
大
寺
文
書
－

　
　
盤
鱗
）

国
宝
調
査

（文

ﾏ
員
会
）

個i
東
大
寺
図
書
館

ω　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

－
大
日
本
古
文
書
収
録

　
　
　
　
　
　
㈲

㈲　
東
大
寺
図
書
館
一

修
理
所

1　（7）

＿保
図東
書大

鐙靖

9
若
干
説
明
を
加
え
る
と
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
お
い
て
、
．
文
化

財
指
定
の
た
め
に
調
査
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
為
に
調
査
対
象
史
料

の
相
当
数
が
文
化
庁
に
移
、
さ
れ
る
。
，
文
化
庁
で
は
、
専
門
調
査
官
が
・

↑
調
査
検
討
を
行
な
い
、
指
定
作
業
が
済
み
次
第
、
一
旦
東
大
寺
図
書

館
に
返
戻
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
大
日
本

古
文
書
に
収
録
す
る
た
め
に
、
’
作
業
に
見
合
っ
た
数
量
を
、
東
大
寺
、

図
書
館
か
ら
借
受
け
、
翻
刻
作
業
を
行
な
う
。
そ
の
折
に
、
東
大
で
’

「
二
〇「



は
、
損
傷
の
甚
だ
し
い
文
書
に
つ
い
て
の
み
、
仮
補
修
を
行
な
い
、

東
大
寺
図
書
館
に
返
戻
す
る
。
そ
れ
か
ら
正
式
に
国
宝
指
定
資
料
専

門
の
修
理
所
に
外
注
し
｛
修
復
を
行
な
う
、
と
い
う
手
順
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
修
理
費
は
、
国
宝
調
査
が
行
な
わ
れ
て
文
化
財
た
指

定
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
か
な
っ
た
修
理
費
が
文
化
庁
か
ら
給
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
・
し
か
し
、
「
今
日
の
修
理
費
の
高
騰
は
大
変
な
も

の
で
、
結
局
東
大
寺
独
自
の
予
算
を
編
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の

が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
最
近
修
理
を
行
な
っ
た
と
い

う
成
巻
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
一
巻
百
万
・
円
と
伺
っ
て
、
わ
が

，
国
立
国
会
図
書
館
の
貴
重
書
の
修
理
費
と
瞬
時
比
較
し
て
h
い
さ
さ

が
驚
き
入
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
，

、
周
知
の
よ
う
に
、
東
大
寺
は
今
正
に
昭
和
の
歴
史
的
大
修
理
の
最

中
で
あ
る
の
そ
の
方
に
弁
ぜ
ら
れ
る
資
金
は
相
当
の
高
額
に
達
す
る

も
の
と
き
ぐ
』
こ
れ
ら
文
書
類
の
修
復
の
緊
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
」

大
仏
殿
修
復
に
全
力
を
注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
況
で
あ
る
こ

と
も
ま
た
実
体
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
交
書
類
の
修

理
は
、
遅
滞
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
利
用
は
、
首
巻
交
書
を
除
い
て
は
、
・

か
な
り
制
限
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
態
は
、
次

に
掲
げ
る
「
薬
師
院
文
庫
」
の
場
合
と
て
例
外
で
は
な
い
。
・

　
な
お
、
目
録
に
つ
い
て
は
「
東
大
寺
文
書
」
と
し
て
公
刊
さ
れ
て

い
る
み
の
は
な
い
が
、
先
の
「
大
日
本
古
文
書
」
と
事
務
用
目
録
を

併
用
し
て
、
、
出
納
の
手
段
と
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
ロ
薬
師
院
文
庫

　
　
（

　
同
文
庫
は
、
元
東
大
寺
塔
頭
薬
師
院
に
襲
蔵
し
た
文
書
・
「
諸
記
録

・
類
で
、
昭
和
2
6
年
秋
東
大
寺
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
薬
師
院
の
創
立
億
、
今
日
詳
か
で
は
細
い
が
、
平
安
時
代
中
期
長

元
4
年
全
一
℃
）
頃
に
焼
亡
し
た
事
実
が
あ
る
ら
し
く
」
か
な
り
古
い

創
建
に
か
か
る
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
院
は
、
同

じ
東
大
寺
塔
頭
の
正
法
院
と
共
に
噛
中
世
期
以
降
の
東
大
寺
の
三
綱

井
に
執
行
職
の
要
職
を
兼
務
し
、
明
治
初
年
の
排
仏
殿
釈
に
至
る
ま

で
め
間
、
師
資
相
承
し
て
そ
の
職
を
伝
承
し
て
来
た
。
た
め
に
、
東

大
寺
枢
要
の
記
録
・
文
書
等
数
多
く
襲
蔵
さ
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
、
［

　
．
更
に
、
室
町
時
代
よ
り
正
倉
院
の
守
護
を
庵
兼
務
し
て
き
た
関
係
　
三

上
、
、
正
倉
院
関
係
の
古
記
録
馬
絵
巻
等
を
も
有
し
、
そ
の
存
在
意
義
」

，
は
極
め
て
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

・
，
－
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
初
期
の
排
仏
殿
釈
に
よ
っ
て
、
’
同
院
も
例

外
に
も
れ
ず
、
僧
職
か
ら
離
れ
て
薬
師
院
家
と
し
て
還
俗
し
、
現
当

主
の
薬
師
院
実
美
氏
か
ら
昭
和
2
6
年
あ
ら
た
に
転
宅
に
際
し
て
、
同

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
乃
実
美
氏
は
現
在
歯
科
医
と
し

て
健
在
で
お
ら
れ
、
又
ご
尊
父
に
あ
た
る
某
氏
も
医
家
と
し
て
名
を

な
さ
れ
た
方
と
き
く
。
　
、
　
，
内
、
ド
　
ず

　
薬
師
院
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
以
来
、
同
餌
は
．
．
そ
の
史
料
の
整
備

に
勤
め
ぢ
れ
た
が
、
二
応
の
調
査
を
終
え
た
段
階
で
、
目
録
を
作
成

し
、
「
薬
師
院
文
庫
目
録
」
と
し
て
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一



昭
和
2
7
年
6
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
目
録
は
、
謄
写
版
印
刷
で
は
あ
る
が
、
薬
師
院
文
庫
の
内
容

を
知
る
す
べ
は
、
こ
の
目
録
を
み
る
以
外
に
な
く
、
小
冊
な
が
ら
甚

だ
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。
当
時
若
干
部
数
を
印
刷
さ
れ
て
関
係
諸

方
面
に
ご
寄
贈
さ
れ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
館
に

は
架
蔵
さ
れ
て
は
い
な
い
（
鑑
廿
里
曙
誘
艇
墨
黒
霊
智

抹
沸
明
簾
難
重
圏
調
能
）
。

　
こ
の
［
薬
師
院
文
庫
」
は
「
薬
師
院
文
書
」
と
ま
ま
間
違
え
ら
れ

易
い
。
「
文
書
」
は
、
当
「
薬
師
院
文
庫
中
」
に
含
ま
れ
る
文
書
類
の

総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
ゆ

　
薬
師
院
文
庫
の
内
容
を
み
る
と
、
次
の
各
類
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
一
、
薬
師
院
文
書
　
　
－
二
、
正
倉
院
関
係
古
記
録

　
三
、
三
綱
所
日
記
　
　
　
四
、
執
行
所
日
記

、
五
、
諸
記
㎞
録
　
　
　
　
　
　
　
六
、
　
経
　
疏
部

　
七
、
其
他
系
図
　
　
　
　
八
、
絵
巻
・
地
図

　
以
下
各
類
別
に
若
干
の
説
明
を
加
え
よ
う
。

　
一
、
薬
師
院
文
書
　
　
総
数
一
九
三
点
、
紅
よ
そ
平
安
か
ら
室
町

時
代
ま
で
の
、
東
大
寺
に
係
わ
る
文
書
で
、
先
の
「
東
大
寺
文
書
」

の
欠
を
補
う
も
の
と
し
て
そ
の
存
在
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
史
料

で
あ
る
。
該
文
書
の
奈
良
時
代
の
も
の
は
，
い
つ
の
頃
か
ら
か
早
稲

田
大
学
の
架
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
（
「
天
延
古
文
書
」
と
し

て
、
同
大
図
書
館
和
漢
書
分
類
目
録
9
歴
史
三
七
七
頁
に
収
録
）
。

　
こ
れ
ち
の
文
書
の
一
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

（
頭
数
字
は
文
書
番
号
）
。

1
伊
賀
国
留
守
所
下
文
案
　
長
治
元
年
五
月
十
一
日
　
一
通
、
8
東

大
寺
問
注
状
　
天
養
二
年
五
月
二
七
日
　
一
通
、
1
0
東
大
寺
三
綱
黒

田
庄
証
文
目
録
注
進
状
　
治
承
四
年
十
月
日
　
一
通
、
1
3
橘
三
女
田

地
沽
却
状
　
寛
元
元
年
卯
月
二
四
日
　
一
通
、
2
0
東
大
寺
々
主
職
補

任
状
案
　
正
和
三
年
十
二
月
二
三
日
　
一
通
、
2
1
東
大
寺
衆
徒
申
状

案
　
、
文
保
二
年
　
　
一
通
、
2
5
六
波
羅
探
題
召
文
案
　
元
亨
三
年
七
月

五
日
．
一
通
、
2
8
足
利
直
義
下
知
状
案
　
貞
和
二
年
二
月
十
九
日

一
通
、
5
6
三
綱
職
補
任
状
　
寛
正
三
年
六
月
二
九
日
　
一
通
、
6
1
明

支
書
状
澄
延
書
状
（
折
紙
）
文
明
三
年
九
月
十
日
　
一
帖
、
鵬
織
田

信
長
黒
印
諸
役
免
除
状
　
天
正
二
年
四
月
二
五
日
　
一
通
、
鰯
左
馬

頭
源
朝
臣
（
義
仲
）
下
文
状
案
　
寿
永
二
年
九
月
十
日
　
一
通
、
娚
大
仏

殿
炎
上
記
　
永
禄
十
一
年
　
一
通
、
鵬
正
親
町
天
皇
論
旨
案
　
永
禄

十
一
年
五
月
七
日
　
一
通
、
燭
東
大
寺
諸
納
所
方
目
録
　
天
正
二
十

年
十
月
　
一
巻
。

　
二
、
正
倉
院
関
係
古
記
録
　
　
こ
の
記
録
類
は
、
比
較
的
時
代
は

新
し
く
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
頃
ま
で
、
す
な
わ

ち
、
薬
師
院
が
、
正
倉
院
の
守
護
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
記
録
で
あ
る
。
総
計
四
一
点
。
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

1
東
大
寺
宝
蔵
勅
書
井
将
軍
家
諸
文
章
　
徳
川
末
期
　
祐
想
写
　
一

帖
、
2
建
久
六
年
已
来
三
倉
御
所
日
記
　
一
帖
、
4
東
大
寺
三
蔵
私

記
　
慶
長
十
九
年
二
月
十
七
日
　
実
祐
筆
　
一
帖
、
6
正
倉
院
開
封

　　．　量一



旧
記
　
承
応
四
年
三
月
廿
九
日
　
野
宮
筆
　
一
帖
、
7
正
倉
院
御
宝

物
入
日
記
　
寛
文
六
年
三
月
十
一
日
　
実
無
筆
　
一
帖
（
3
0
正
倉
院

御
物
絵
巻
、
寛
文
六
年
五
月
　
二
巻
、
3
3
正
倉
院
開
封
絵
図
・
元
禄

六
年
五
月
日
　
．
一
葉
〇

　
三
、
三
綱
所
日
記
　
　
こ
の
三
綱
所
日
記
も
必
ず
し
も
古
く
は
な

い
。
お
よ
そ
元
禄
時
代
初
期
か
ら
文
久
頃
ま
で
の
期
間
で
、
筆
者
は
、

そ
ρ
時
代
々
々
の
同
院
の
椀
主
で
あ
る
。
主
な
筆
者
と
そ
の
年
代
を

示
す
と
、
回
想
（
元
禄
四
年
～
享
保
十
四
年
）
、
実
祐
（
寛
延
二
年
）
、

諄
実
（
寛
政
十
二
～
天
保
八
年
）
、
実
延
（
万
延
二
年
～
文
久
四
年
）
。

一
ヵ
年
一
帖
の
割
合
で
書
き
継
が
れ
、
総
計
六
六
冊
あ
る
。

　
四
、
執
行
所
日
記
　
　
室
町
時
代
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
期
間

で
、
，
時
代
的
に
は
継
続
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
四
七
帖
あ
る
。
－

筆
者
名
と
そ
の
年
代
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

即
実
（
永
正
二
年
～
七
年
）
、
実
施
（
明
暦
四
年
～
延
宝
九
年
）
、
祐

想
（
元
禄
六
年
～
明
和
九
年
）
、
実
祐
（
安
永
二
年
）
、
諄
実
（
文
政

十
一
年
～
安
政
五
年
）
等
で
、
ほ
か
に
、
明
治
期
の
実
延
・
実
猷
と

い
っ
た
人
々
も
い
る
。
脚

　
五
、
諸
記
録
‘
　
こ
の
記
録
類
は
、
総
数
一
、
四
五
点
、
お
よ
そ
室
．

町
末
期
か
ち
明
治
初
期
に
か
け
て
の
記
録
、
日
記
類
で
、
筆
者
に

は
、
実
証
、
紅
藍
、
祐
想
、
弁
難
、
祐
成
、
淫
雨
、
寿
弘
、
覚
仁
、

実
宣
、
射
影
、
実
範
、
晋
懐
、
琳
寛
、
延
秀
、
英
祐
、
宗
信
等
が
い

る
（
順
不
同
）
。

　
六
、
経
田
部
　
　
総
数
十
一
点
。
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ユ
因
明
入
正
理
論
疏
　
寛
元
元
年
、
永
仁
五
年
、
正
中
二
年
、
膏
二

乗
乱
筆
　
三
巻
、
4
弁
才
天
講
式
　
応
仁
二
年
十
月
　
一
巻
、
5
金

剛
寿
命
飾
言
尼
経
　
元
禄
三
年
四
月
十
年
忌
賢
導
翠
黛
。
－

　
七
、
其
他
系
図
　
　
総
数
十
七
点
。
次
の
よ
う
な
も
の
が
還
る
。

1
帝
範
序
安
永
五
年
四
月
　
一
巻
、
3
山
中
氏
系
図
　
延
享
四
年

　
一
巻
、
7
田
井
氏
系
譜
　
延
享
二
年
三
月
　
一
巻
、
1
1
薬
師
院
正

法
院
両
家
系
図
　
明
治
初
年
　
一
帖
、
1
2
薬
師
院
祐
想
実
家
系
図

一
帖
等
。

　
八
、
絵
巻
・
地
図
　
　
総
数
九
点
。
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

18
闔
O
会
行
列
図
　
徳
川
時
代
　
一
巻
、
、
2
1
天
明
元
年
御
即
位
図

、
一
巻
、
2
2
大
仏
殿
供
養
図
　
宝
永
六
年
三
月
十
一
月
　
三
枚
、
2
4
大

仏
殿
華
厳
会
図
　
四
枚
等
。

　
以
上
当
文
庫
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
な
か

に
は
、
続
群
書
類
従
や
大
日
本
仏
教
全
書
（
東
大
寺
叢
書
　
旧
版
第

三
～
囲
冊
〉
等
に
収
録
さ
れ
た
原
本
為
あ
り
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
史
料
も
あ
る
が
別
ま
だ
宅
の
目
録
の
存
在
そ
の
も
の
が
周
知
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
学
界
に
紹
介
さ
れ
る
に
及
ん
で
い
な

い
史
料
も
甚
だ
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
の
利
用
は
、
先
の
目
録
と
同
図
書
館
備
え
付
の
事

務
用
目
録
に
よ
っ
て
出
納
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
損
傷
の

著
し
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
自
ず
と
そ
の
利
用
に
も
限
度
が
あ
る
こ
一

と
は
当
然
で
あ
る
。
・

　　一　量一ノ
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ハ
中
村
家
文
庫
・
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
（

　
．
当
文
庫
は
、
中
村
家
累
代
の
収
蔵
に
か
か
る
資
料
で
、
昭
和
2
5
年

東
大
寺
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
．
当
の
中
村
家
は
、
往
時
興
福
寺
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
僧
家
で
あ

っ
允
が
、
明
治
初
年
の
排
仏
殼
釈
の
時
に
還
俗
さ
れ
、
僧
職
を
離
れ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
主
中
村
純
一
氏
は
、
転
宅
に
際
し

・
て
、
受
入
当
時
の
館
長
で
あ
ら
れ
た
上
司
海
雲
氏
と
親
交
が
深
か
っ
・

た
こ
と
か
ら
、
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
村
氏

ば
現
在
白
鶴
美
術
館
（
肇
聡
智
に
奉
職
さ
れ
て
健
在
で
お
ら
れ
層

る
と
き
く
。

　
中
村
家
は
、
興
福
寺
と
深
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
た
関
係
上
、
追

回
資
料
中
に
は
、
興
福
寺
関
係
資
料
が
か
な
り
を
占
め
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
茶
道
関
係
資
料
も
多
数
を
含
ん
で
い
を
ら
し
く
、
往
時

茶
人
と
の
往
来
が
繁
く
行
な
わ
れ
た
こ
之
を
物
語
る
。
更
に
、
文
学

方
面
に
も
交
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
連
歌
・
俳
諾
関
係
書

も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
・

　
し
か
し
、
当
文
庫
の
資
料
は
、
ぎ
だ
全
く
未
整
理
で
あ
る
た
め
、

資
料
の
数
量
は
勿
論
の
こ
と
、
，
ど
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
か
も
、
明

確
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
で
へ
勿
論
目
、

録
な
ど
も
全
く
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
6
作
業
が
期
待
ざ
・

れ
る
。
．
．

「
こ
ヶ
し
た
中
で
、
茶
道
関
係
書
の
」
部
と
連
歌
の
書
（
一
冊
の
み
）

は
、
特
別
に
取
上
げ
ら
れ
て
貴
重
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
利
用
に
供
さ

れ
て
い
る
。
，
近
時
茶
道
関
係
資
料
の
三
一
・
部
は
、
某
書
舜
か
ら
複
製

刊
行
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
と
き
く
。

　
こ
の
度
、
連
歌
の
書
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
は
「

「
「
文
安
雪
千
句
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
め
で
あ
る
。
巻
末
に
書

写
識
語
が
露
座
響
尋
骨
．
毒
悪
」
と
萱
所
物

第
一
の
下
に
［
文
安
二
」
と
あ
る
か
ち
、
文
安
二
年
冬
に
張
行
さ
れ

た
連
歌
会
懐
紙
の
写
し
で
あ
る
。
同
年
中
秋
に
h
日
誌
亭
で
興
行
さ

れ
た
「
月
千
句
」
を
参
照
し
て
、
同
じ
く
日
誌
亭
に
お
い
て
興
行
さ

れ
た
も
の
の
連
歌
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
二
一
・
三

×
り
四
。
四
。
綴
葉
装
、
料
紙
は
三
三
。
か
な
り
の
損
傷
が
あ
る
。
．

・
発
句
題
は
雪
。
賦
物
は
、
第
一
何
路
、
第
二
朝
何
、
第
三
何
人
、

第
四
京
風
、
第
五
何
田
、
第
六
何
木
、
第
七
初
何
、
第
八
取
上
、
，
第

九
山
群
、
第
十
花
之
何
、
追
加
二
字
反
音
と
な
っ
て
い
る
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
〔
重
力
〕
．

〔
論
者
は
、
典
章
日
量
、
頼
□
、
久
包
、
林
阿
、
有
春
、
行
助
、

春
□
、
竜
華
、
能
何
、
原
秀
、
智
藻
、
薬
舗
、
親
忠
、
教
信
凶
刃
r

　
こ
の
連
歌
書
に
つ
い
て
は
「
俳
諸
大
辞
典
」
に
、
単
に
写
本
と
あ

る
の
み
で
、
書
写
年
代
を
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
穿
下
総
目

録
」
に
は
「
寛
政
馬
頭
」
と
あ
り
「
寛
正
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
か

（干
x
が
「
甲
申
』
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
も
「
寛
正
五
年
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）
。

　
「
文
安
雪
千
句
」
は
、
本
館
所
蔵
「
連
歌
合
集
」
第
一
冊
本
に
も

納
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
館
本
に
、
江
戸
時
代
の
写
し
に

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
概
観
す
る
に
、
東
大
寺
本
と
内
容
が
一
致
し
、

［
一
西一



奥
書
も
同
文
で
あ
る
か
ら
、
同
系
本
と
解
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
ハ
本

館
本
は
」
も
と
京
都
御
所
の
東
山
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
後
水

尾
天
皇
以
来
の
御
手
許
本
で
、
明
治
初
年
東
京
図
書
館
創
設
時
に
、

宮
内
省
か
ら
貸
与
さ
れ
た
和
書
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
。

　
今
回
、
こ
の
一
書
に
つ
い
て
、
連
歌
合
集
本
と
東
大
寺
本
と
の
関

係
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
た
だ
東
大
寺
本
は
、
保
存
が
必
ず
し

み
良
好
と
は
卦
え
ず
、
長
い
間
悪
条
件
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
か
ど

推
測
さ
れ
る
程
、
’
虫
損
も
多
く
、
利
用
に
は
充
分
に
注
土
且
を
し
な
け
．

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

　
　
二
そ
の
他
の
文
庫

　
　
（

　
－
以
上
三
種
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
他
に
A
「
松
原
文
庫
」
と
称
ざ

れ
る
も
の
が
あ
る
つ
同
文
庫
は
（
元
大
谷
大
学
教
授
で
あ
ら
れ
た
桧

－
原
恭
順
氏
の
収
蔵
に
な
る
も
の
で
、
江
戸
時
代
末
期
以
降
の
資
料
で
、

氏
自
身
の
研
究
範
囲
に
と
ど
ま
る
諸
文
献
で
あ
る
と
い
弥
。
数
量
、
．

内
容
等
は
未
詳
で
あ
る
。
「
、

そ
の
他
の
資
料
と
諸
目
録
の
刊
行

　
’
な
お
、
同
館
に
は
、
右
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
他
に
Y
古
経
巻

■
（
写
経
、
版
経
）
ユ
な
ど
約
七
〇
〇
巻
、
古
m
恢
本
六
〇
〇
帖
旧
、
’
古
写
太
丁

”五

ﾜ
二
帖
、
そ
の
弛
各
宗
派
に
よ
る
刊
写
本
七
、
三
〇
〇
帖
等
々
を

収
蔵
し
て
．
い
る
。
　
　
　
、

　
更
に
、
収
蔵
資
料
の
整
理
を
進
め
て
・
い
6
一
方
で
、
、
目
録
編
刊
の

作
業
も
お
い
お
い
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
右
の
特

殊
コ
レ
ク
シ
呂
ン
に
係
る
目
録
の
ほ
か
に
、
前
記
収
蔵
資
料
に
つ
い

、
て
は
、
カ
ー
ド
式
の
閲
覧
目
録
を
備
え
つ
け
て
公
開
さ
れ
利
用
に
供

さ
れ
て
い
る
。
、

．
，
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
「
宗
性
・
凝
然
写
本
目
録
」
．
（
昭
和
三
四
年
〉
の

よ
う
に
、
東
大
寺
往
年
の
高
僧
の
手
写
に
な
る
資
料
の
目
録
と
か
、

資
料
の
展
観
目
録
な
ど
、
必
ず
し
も
大
部
と
は
い
え
な
い
が
、
軽
視
，

で
き
な
い
目
録
な
ど
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
、
い
る
。
以
下
主
な
も
の

を
あ
げ
よ
う
の
‘

　
南
都
諸
大
寺
古
写
経
展
展
観
目
録
　
昭
和
三
十
年
謄
写
版

　
南
都
名
僧
墨
跡
．
肖
像
画
展
目
録
内
，
同
三
十
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
南
都
古
版
経
展
目
録
　
同
三
十
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
五

「
・
東
大
寺
蔵
国
宝
・
重
文
善
本
湯
平
　
同
四
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
更
に
、
特
殊
な
目
録
と
し
て
・
「
東
大
寺
遺
文
目
録
」
」
の
如
ぎ
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
同
字
に
収
蔵
し
て
い
る
資
料
の
う
ち
、
特
に
研
究

に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
紙
背
文
書
の
目
録
で
、
文
書
の
釈
文

．を

ｹ
せ
録
し
て
い
る
の
で
、
．
資
糾
そ
の
も
の
と
し
て
も
活
用
で
き
為

目
録
．
で
あ
る
。

　
同
目
録
は
、
r
第
一
巻
か
ち
第
八
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
館

に
も
寄
贈
さ
れ
架
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
う
ち
第
二
、
第

五
の
二
巻
を
欠
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
謄
写
版
刷
で
部
数
も
少
な
ぐ
・

同
館
に
も
す
で
に
在
庫
が
な
い
の
で
、
紙
幅
も
な
い
が
、
！
本
館
に
欠
、
　
．

け
て
い
る
巻
の
目
次
の
み
を
抄
録
し
て
、
参
考
に
資
し
た
い
。

k



　
　
　
東
大
寺
遺
文
　
第
二

　
三
三
撰
「
探
玄
記
義
　
十
五
巻
抄
　
第
一
」

　
　
　
奥
書
（
略
）
．

1
笠
置
寺
年
三
申
状
、
2
大
法
師
道
双
調
諦
文
（
建
保
二
年
正
月
一
日
）
、
3
秀
意

申
状
、
4
北
杣
庄
記
録
、
5
法
眼
（
草
名
）
某
奉
書
、
．
6
力
者
料
等

三
飯
注
進
文
、
7
法
眼
某
新
宰
相
春
日
社
参
詣
書
状
、
8
法
橋
禎
尊

消
息
状
、
1
1
大
仏
殿
万
燈
会
両
三
（
天
久
二
年
十
二
月
八
日
）
、
1
2
法
橋
上
人
碁
聖

玄
訟
三
文
（
建
保
三
年
二
月
八
日
）
、
1
3
笠
置
百
姓
等
申
状
案
、

’
尊
玄
撰
「
探
玄
記
　
第
十
七
義
決
済
　
第
一
巻
」

　
　
　
奥
書
（
略
）

1
順
慶
申
状
案
、
2
碧
海
奉
状
、
3
．
玄
範
申
状
、
4
尊
玄
書
状
草
案
、
．

7
行
貞
申
状
案
、
1
0
左
中
妻
定
高
奉
書
、
，
1
1
和
上
円
聖
尋
状
、
1
3
僧

忠
明
尋
状
、
1
4
前
法
務
某
直
状
、
1
5
権
律
師
官
海
奉
書
、
1
6
笠
置
寺

衆
申
状
、

右
回
「
第
二
巻
」

1
増
募
書
状
、
2
叡
円
奉
書
、
4
叡
円
返
状
、
5
定
清
奉
書
、
6
勝

慶
奉
書
、
7
権
律
師
塩
海
奉
書
、
8
亮
賢
申
状
、
．
9
権
大
僧
都
順
高

書
状
、
1
0
権
律
師
栄
公
書
状
、
1
1
堅
義
者
長
耀
法
花
演
義
名
注
進
状

（
婁
肇
、
鼠
殺
奉
書
、
病
源
童
涙
、
書
舗
披
露
状
、

　
　
　
東
大
寺
遺
文
　
第
五

　
春
華
秋
月
三
三
第
一
　
紙
背
文
書

1
宗
性
書
状
草
案
、
2
花
押
集
願
状
、
3
蔓
性
伺
三
井
思
量
状
、
4

僧
禎
助
書
状
、
6
右
衛
門
三
三
奉
書
、
7
二
乗
二
五
、
1
2
法
勝
寺
御

八
三
問
答
記
草
案
、
B
・
1
4
雲
玄
書
状
、

　
春
華
秋
月
抄
第
二
　
紙
背
交
書

1
草
名
某
書
状
、
2
宗
性
披
露
状
案
、
3
草
名
某
返
状
、
4
覚
真
書

状
、
5
導
師
布
施
送
状
、
7
東
大
寺
別
当
御
教
書
、
9
宗
性
願
状
草

案
、
1
0
宗
草
書
三
井
勘
返
状
、
1
3
長
祐
書
状
、
1
4
禅
清
披
露
状
、
1
6

宗
性
書
状
案
断
簡
、

　
春
華
秋
月
四
三
第
三
　
紙
背
文
書

1
忠
経
書
状
、
2
快
恵
書
状
、
4
1
雲
玄
書
状
断
簡
、
5
忠
経
伺
状
、

7
参
三
三
書
状
、
8
禎
助
奉
書
、
1
0
回
縁
願
状
、
1
1
大
弐
律
師
書
状
、

12

趨
ｼ
某
書
状
、
1
3
花
押
某
書
状
、
1
4
某
仮
名
書
状
、
1
5
絵
町
庄
沙
・

汰
人
申
状
（
建
久
三
年
四
月
　
日
）
、
穰
上
座
法
橋
某
謹
請
文
（
護
妄
日
）
、
p

宣
教
奉
書
、
2
0
修
理
算
用
状
断
簡
、
2
1
立
前
書
状
（
2
2
宗
性
書
状
井

勘
返
状
、

春
華
秋
月
抄
第
五
　
紙
背
文
書

1
草
名
某
消
息
状
、
2
貞
円
書
状
、
3
一
乗
院
僧
正
実
信
御
教
書
、

4
画
面
節
々
主
慶
賀
奉
書
、
5
宗
性
相
伝
私
領
沽
却
状
草
案
（
耽
鼻
血

日
）
、
6
僧
綱
牒
（
仁
治
三
年
四
月
廿
三
日
）
、
7
成
啓
願
状
、
8
宗
性
願
状
井
栄

春
勘
返
状
、
9
醍
醐
寺
定
済
書
状
、
1
0
草
名
某
通
達
状
、
1
1
前
摂
津

守
返
状
、
．
1
2
文
章
生
遠
回
言
上
状
（
仁
治
二
年
卯
月
　
日
）
、
1
4
花
押
三
三
性
宛
消

息
状
、

　
森
〔
華
・
秋
日
μ
三
三
第
六
　
　
」
紙
北
目
文
圭
日

1
某
仮
名
書
虚
無
、
2
草
名
某
書
状
、
3
某
仮
名
書
譲
状
、
4
蔵
円

一
二六

一



書
状
、

　
春
華
・
秋
月
抄
臨
第
六
所
収

1
適
性
筆
笠
置
寺
住
侶
等
勘
進
状
草
案
（
寛
元
元
年
四
月
　
日
）
、

む
す
び

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
以
上
、
東
大
寺
図
書
館
が
収
蔵
し
て
い
る
特
殊
ユ
レ
ク
シ
ョ
ソ
に

，
つ
い
て
概
略
記
し
て
き
た
が
、
各
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
み
て
、
次
の
諸

点
で
共
通
す
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
1
資
料
の
数
量
が
い
ず
れ
も
膨
大
で
あ
る
こ
と
ゆ

　
2
看
過
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
、
し
か
も
未
だ

　
　
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
も
多
い
こ
と
。
　
　
　
　
、

　
3
損
傷
資
料
が
か
な
り
多
い
こ
と
。

　
．
4
た
め
に
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
資
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
5
利
用
者
の
マ
ナ
ー
が
一
段
と
要
請
さ
れ
る
こ
と
。

　
6
資
料
が
永
久
に
保
存
伝
承
さ
れ
る
た
め
に
一
そ
う
の
努
力
が
期

　
　
待
さ
れ
る
こ
と
。
、

な
ど
で
あ
る
。
　
　
　
」
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
、
、

　
・
東
大
寺
図
書
館
が
取
回
し
て
い
み
こ
れ
ら
膨
大
な
資
料
は
、
単
に

東
大
寺
一
個
の
財
宝
で
は
な
く
、
我
が
国
の
貴
重
な
宝
物
と
し
ズ
保
、

存
し
、
後
世
に
守
り
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

東
大
寺
図
書
館
の
担
っ
て
い
6
責
務
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

ろ
う
。

　
膨
大
な
資
料
を
目
の
あ
た
り
に
み
て
、
と
く
に
感
じ
た
の
は
、
そ

う
し
た
重
大
な
役
割
、
使
命
を
心
お
き
な
く
果
し
得
る
た
め
に
は
、

更
に
東
大
寺
自
ら
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
家
の
文
化
財
指
，

定
の
み
な
ら
ず
、
．
そ
れ
ら
に
対
す
る
一
そ
う
適
切
で
有
効
な
保
存
体

制
の
充
実
こ
そ
肝
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
一
寺
院
文
庫
と
し
て
の
東
大
寺
図
書
館
の
社
会
的
文
化
的
見
地
・

か
ら
の
使
命
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
、
膨
大
な
資
料
を
か
か
え
て

そ
の
負
担
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
改
め
て
「
盧
遮

那
仏
」
に
念
じ
、
よ
り
よ
き
発
展
を
祈
り
た
い
。

追
記

　
今
代
の
特
殊
コ
レ
グ
ツ
ヨ
ン
訪
問
に
あ
た
り
、
東
大
寺
図
書
館
の

森
本
公
誠
館
長
を
は
じ
め
肖
元
牝
瓦
司
書
堀
池
春
引
子
、
司
書
新
藤
…

佐
保
三
三
、
そ
の
他
館
員
の
皆
様
か
ら
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
高
配
ご
指

導
を
賜
っ
た
。
ま
た
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
や
収
蔵
庫
へ
の
入
庫
な
ど
、

を
快
諾
下
さ
り
、
深
謝
申
上
げ
る
。
折
角
の
ご
高
配
に
も
か
か
わ
ら

．
ず
、
ご
紹
介
が
不
行
届
で
、
真
意
を
伝
え
得
な
い
む
き
も
あ
ろ
う
。

伏
し
て
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
凸
旧
館
と
の
事
前
の
連
絡
仲
介
は
、
東
大
寺
の
堀
池
氏
と
本
、

三
連
三
部
協
力
課
長
金
村
三
三
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た
。
．
，

　
更
に
、
今
回
特
に
、
本
館
の
古
書
の
製
本
を
担
当
し
て
い
る
菅
原

英
雄
氏
が
圃
行
さ
れ
、
協
力
を
仰
い
だ
。

　
そ
の
後
、
堀
池
氏
は
「
東
大
寺
文
書
の
伝
来
」
に
つ
い
て
一
文
を

草
説
て
い
る
（
糠
霧
静
．
写
と
．

　
　
　
　
（
い
が
ら
し
・
き
ん
ざ
ぷ
ろ
’
5
　
人
文
課
主
査
）

」
毛
ゴ「

ノ




